
　

平
和
首
長
会
議
（
旧
名
称
・
平
和
市
長

会
議
）
は
、
八
月
三
日
（
土
）
か
ら
八
月

六
日
（
火
）、
四
年
に
一
度
の
総
会
を
広
島

市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
八
回
と
な
る
今
回
は
、「『
核
兵
器
の

な
い
世
界
』
の
実
現
を
目
指
し
て
―
『
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
心
』
を
世
界
に
―
」

を
基
調
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
の
百
五
十
七
都

市
と
十
一
か
国
の
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
十
八
団

体
か
ら
、
三
百
五
人
が
参
加
し
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

開
会
式

　

最
初
に
、
松ま

つ
い井

一か
ず

實み

広
島
市
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
松

井
市
長
は
、
今
回
の
総
会
の
基
調
テ
ー
マ

に
つ
い
て
「
一
人
で
も
多
く
の
被
爆
者
が
存

命
の
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
を
成
し
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
込
め
た
」

と
述
べ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
実
現

を
目
指
し
た
さ
ら
な
る
取
組
の
強
化
へ
協

力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
代
表
と

し
て
湯ゆ

﨑ざ
き

英ひ
で

彦ひ
こ

広
島
県
知

事
が
挨
拶
を
述
べ
、
最
後
に
、

潘パ
ン

基ギ
ム
ン文
国
連
事
務
総
長
と
ロ

シ
ア
都
市
連
合
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
体
験
証
言

　

被
爆
体
験
証
言
者
の
松ま

つ
し
ま島

圭け
い

次じ

郎ろ
う

さ
ん
が
、
英
語
に

よ
る
被
爆
体
験
証
言
を
行
い

ま
し
た
。
松
島
さ
ん
は
、
被

爆
当
時
の
悲
惨
な
様
子
に
つ

い
て
語
り
、「
世
界
中
ど
こ

の
国
で
も
二
度
と
同
じ
過
ち

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

広
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
皆

さ
ん
の
国
に
帰
っ
て
伝
え
て

下
さ
い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

会
議
Ⅰ

　

松
井
市
長
の
進
行
に
よ
り
、
役
員
都
市

の
選
任
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま

で
の
行
動
計
画
な
ど
五
つ
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
Ⅱ

　

小こ

溝み
ぞ

泰や
す
よ
し義

本
財
団
理
事
長
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
り
、「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
今
後
の
取
組
」
を
テ
ー
マ

に
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を

目
指
す
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
会
、
国
内
加
盟
都
市
、
２
０
２
０

ビ
ジ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ナ
ー
と
、「
広
島
・

長
崎
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
ベ
ル
リ
ン

工
科
大
学
か
ら
、
活
動
の
紹
介
や
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
Ⅲ

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
フ
ロ
ン
市
の
ト
ー
レ
・
ベ

ツ
ビ
ィ
市
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

「
平
和
市
長
会
議
の
地
域
の
グ
ル
ー
プ
化
と

市
民
と
連
携
し
た
取
組
の
推
進
」
を
テ
ー

マ
に
、
世
界
各
地
域
で
の
平
和
へ
の
取
組

が
紹
介
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
取
組
と
、
新

た
な
活
動
と
し
て
地
中
海
沿
岸
の
都
市
の
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共
催
に
よ
る
平
和
会
議
の
企
画
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
他
に
、
ド
イ
ツ
、
日
本
等
の

都
市
か
ら
も
取
組
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
か
ら
は
、
化
学

兵
器
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ク
ル
ド

人
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ツ
ビ
ィ
市
長
は
、「
参
加
者
全
員
が
、

今
日
聴
い
た
こ
と
を
自
国
に
持
ち
帰
り
、
検

討
し
、
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
述
べ
、
会
議
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

市
民
団
体
・
被
爆
者
団
体
と
の
対
話
集
会

　
「
核
廃
絶
に
向
け
、
私
た
ち
市
民
は
何
を

す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
島
市
立
大

学
広
島
平
和
研
究
所
の
水み

ず

本も
と

和か
ず

実み

副
所
長

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
参
加
者
と

市
民
団
体
・
被
爆
者
団
体
と
の
対
話
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
の
二
人
、
及
び
市
民
代
表
と
し
て
広
島

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
広
島
女
学
院

高
等
学
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
会
場
か
ら
の
発
言
と
し
て
、
核

兵
器
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
製
作

団
体
か
ら
、
上
映
を
通
じ
た
活
動
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
本
副
所
長
は
、「
様
々
な
立
場
の
人
々

に
共
通
し
て
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
・
危

険
性
、
あ
る
い
は
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
、
禁

止
や
廃
絶
を
実
現
す
べ
き
だ
と
い
う
共
通

認
識
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。」

と
会
議
を
総
括
し
ま
し
た
。

各
国
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
等
と
の
対
話

集
会

　
「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
各
国
政
府
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
等
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
崎
大

学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中な

か
む
ら村

桂け
い

子こ

准
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
参

加
者
と
各
国
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
等
と

の
対
話
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
メ
キ
シ
コ
、
イ

ン
ド
の
各
駐
日
大
使
館
、
外
務
省
、
赤
十

字
国
際
委
員
会
及
び
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
）
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
を
行
っ

た
後
、
湯
﨑
知
事
が
「
国
際
平
和
拠
点
ひ

ろ
し
ま
構
想
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
続
い
て
、
会
場
か
ら
の
発
言
と
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
准
教
授
は
、「
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
、
な
ぜ
今
語
る
の
か
、
私
た
ち
は
ど
こ

に
向
か
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
で
き

た
こ
と
は
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。」
と
会
議

を
総
括
し
ま
し
た
。

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

総
会
の
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
米
国
の

映
画
監
督
、
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
氏
が

講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
ス
ト
ー
ン
監
督
は
、「
被
爆

者
は
、
復
讐
で
は
な
く
『
愛
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』、
戦
争
で
は
な
く
『
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
を
生
涯
掛
け
て
発
信
し
て
こ
ら
れ
た
。」

と
述
べ
、
被
爆
者
の
存
命
中
に
核
兵
器
廃

絶
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。

会
議
Ⅳ

　

松
井
市
長
の
司
会
に
よ
り
、「
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
議
論
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
議
Ⅱ
・
Ⅲ
及
び
二
つ
の
対
話

集
会
の
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
議
論
の

総
括
を
報
告
し
た
後
、
会
場
か
ら
の
発
言

と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
井
市
長
が
今
回
の
総
会
の

総
括
と
し
て
、「
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
は
会
場
か

ら
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
全
て
の
議
事
は

終
了
し
ま
し
た
。

閉
会
式

　

最
初
に
、
岸き
し
だ田
文ふ
み
お雄
外
務
大
臣
か
ら
の

挨
拶
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
平

和
首
長
会
議
副
会
長
の
、
ア
メ
リ
カ
・
ア

ク
ロ
ン
市
の
ド
ナ
ル
ド
・
プ
ラ
ス
ケ
リ
ッ

ク
市
長
、
田た

上う
え

富と
み

久ひ
さ

長
崎
市
長
が
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
井
市
長
が
、
総
会
へ
の
参
加
、

協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、「
皆
さ
ん
の
力
を

結
集
し
て
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
取
組
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
、
総
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
」
は
、
九
月
に
国

連
事
務
総
長
及
び
各
国
政
府
に
送
付
さ
れ

ま
し
た
。「
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
」
及
び
議

案
書
は
、
平
和
首
長
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.mayorsforpeace.org

）
で
御
覧
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（

平
和
連
帯
推
進
課
）

　

平
和
首
長
会
議
（
旧
名
称
・
平
和
市
長

会
議
）
の
国
内
に
お
け
る
取
組
の
充
実
を

図
る
た
め
、
八
月
五
日
に
、
第
八
回
平
和

市
長
会
議
総
会
に
合
わ
せ
て
、
第
三
回
目

と
な
る
国
内
加
盟
都
市
会
議
を
広
島
市

で
開
催
し
、
全
国
か
ら
六
十
七
自
治
体
・

百
七
人
（
う
ち
首
長
三
十
四
人
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
最
初
に
、
平
和
市
長
会
議

か
ら
平
和
首
長
会
議
へ
の
名
称
変
更
、
平

和
市
長
会
議
運
営
体
制
の
充
実
方
策
等
に

つ
い
て
、
事
務
局
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
本
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
都
市

を
広
島
市
と
す
る
こ
と
及
び
日
本
国
内
を

地
域
の
グ
ル
ー
プ
化
の
区
域
と
す
る
こ
と
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
早
期
実
現
に
向
け

た
取
組
の
推
進
を
日
本
政
府
に
要
請
す
る

こ
と
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
内
加
盟
都
市
会
議
の
広
島
・

長
崎
以
外
の
都
市
で
の
開
催
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
最
後
に
、
会
議
の
概

要
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
三
回
平
和
市
長

会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
括
文
書
」
を

採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
の
決
定
に
基
づ
き
、
九
月
十
日

に
、
松
井
広
島
市
長
（
平
和
首
長
会
議
会

長
）
と
黒く

ろ
だ田

長
崎
市
東
京
事
務
所
長
が
外

務
省
を
訪
問
し
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
い

て
、
安あ

べ倍
晋し

ん
ぞ
う三

内
閣
総
理
大
臣
宛
て
の
要

請
文
を
岸き
し
だ田
外
務
大
臣
へ
提
出
し
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

平和のメッセージを訴えるオリバー・ストーン監督

「
第
三
回
平
和
市
長
会
議
国
内

「
第
三
回
平
和
市
長
会
議
国
内

加
盟
都
市
会
議
」の
開
催

加
盟
都
市
会
議
」の
開
催  

及
び
及
び

日
本
政
府
に
対
す
る
「
核
兵

日
本
政
府
に
対
す
る
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
の
早
期
実
現

器
禁
止
条
約
」
の
早
期
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進
を

に
向
け
た
取
組
の
推
進
を

求
め
る
要
請
文
の
提
出

求
め
る
要
請
文
の
提
出

要請文の提出（左から岸田外務大臣、松井市長）
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四
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
第
二
回
準

備
委
員
会
で
七
十
か
国
以
上
が
賛
同
し
た

「
核
兵
器
の
人
道
的
影
響
に
関
す
る
共
同
声

明
」
の
発
表
な
ど
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

気
運
が
高
ま
る
中
、
七
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
、
広
島
市
と
本
財
団
、
朝
日
新
聞
社
の

共
催
に
よ
り
、「
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
〜
核

兵
器
の
非
人
道
性
と
被
爆
体
験
の
伝
承
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
十
九
回
目
と
な
る
国
際
平
和

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
広
島
国
際
会
議
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演

　

英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
の
パ
ト
リ
シ

ア
・
ル
イ
ス
安
全
保
障
研
究
部
長
が
、「
核

兵
器
の
非
人
道
性
と
非
合
法
化
に
向
け
た

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い
、

広
島
平
和
研
究
所
の
水み

ず

本も
と

和か
ず

実み

副
所
長
が

内
容
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

ル
イ
ス
部
長
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を

訴
え
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
、「
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
て

は
核
軍
縮
が
進
ま
な
い
こ
と
へ
の
苛い

ら
だ立
ち
が

あ
り
、
よ
り
社
会
の
関
心
を
深
め
る
た
め
、

ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
、
核
兵
器
が
も
た
ら
す
破
滅
的
な
影
響
を

考
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
。」と
訴
え
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ

　

世
界
的
に
有
名
な
プ
リ
マ
バ
レ
リ
ー
ナ
の

森も
り
し
た下

洋よ
う
こ子

さ
ん
が
、
被
爆
し
た
祖
母
や
母
、

そ
し
て
被
爆
二
世
で
あ
る
自
身
の
体
験
を
元

に
「
原
爆
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」

と
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
に
向
け
た

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
報
告

渡わ
た
な
べ邉

英ひ
で

徳の
り

准
教
授

准
教
授
―
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア

ー
カ
イ
ブ
（http://hiroshima.mapping.

jp/

）」
は
、
被
爆
者
、
地
元
の
人
た
ち
と
製

作
者
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
未
来
に
記
憶
を

紡つ
む
い
で
い
こ
う
と
い
う
運
動
体
な
の
で
す
。

そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
上
に
展
開
さ
れ
て

い
て
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
教
授

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
教
授
―
外
国
で
原

爆
の
こ
と
を
伝
え
る
場
合
、
自
分
が
聞
い
た

こ
と
、
自
分
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
普
通
の

会
話
の
中
で
話
す
こ
と
が
一
番
い
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
言
葉
の
壁
が
あ
る
場
合
に
は
、

写
真
や
映
像
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
話
す
と
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

保や
す
だ田

麻ま

友ゆ

さ
ん
さ
ん
―
学
生
だ
っ
た
私
の
世
代
は
、

子
ど
も
を
持
つ
世
代
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
自
分
の
子
ど
も
に
広
島
の
歴
史
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
広
島
で
起
き
た
こ
と

を
伝
え
て
い
き
た
い
、
そ
う
い
っ
た
友
人
の

声
を
聞
き
ま
す
。
私
た
ち
は
誰
も
が
伝
承
者

で
あ
り
、
責
任
が
あ
り
ま
す
。

成な
り
た田
龍り
ゅ
う
い
ち一
教
授
教
授
―
被
爆
体
験
の
伝
承
を
巡

っ
て
は
長
い
時
間
を
か
け
た
営
み
が
あ
り
、

そ
の
中
で
原
爆
文
学
が
培

つ
ち
かわ

れ
て
き
て
い
ま

す
。
原
爆
は
、
こ
れ
ま
で
に
人
類
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、

被
爆
を
体
験
と
し
て
伝
承
す
る
と
い
う
決
意

が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三み
う
ら浦
俊と
し

章あ
き
編
集
長

編
集
長
―
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
「
戦

争
は
人
の
心
の
中
に
起
こ
る
も
の
だ
か
ら
、

心
の
中
に
平
和
の
砦

と
り
でを

作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
心
の
中
に
平
和
の
砦

を
作
る
取
組
の
一
つ
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

地
中
海
平
和
都
市
会
議
が
、
フ
ラ
ン
ス
・

オ
バ
ー
ニ
ュ
市
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ビ
オ
グ
ラ

ー
ド
・
ナ
・
モ
ル
市
及
び
ス
ペ
イ
ン
・
グ

ラ
ノ
ラ
ー
ズ
市
の
共
催
で
、
九
月
二
十
一
日
、

二
十
二
日
に
オ
バ
ー
ニ
ュ
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
文
化
の
発

展
に
お
け
る
地
域
レ
ベ
ル
の
政
策
」
で
、
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
キ

プ
ロ
ス
、
ク
ロ
ア
チ
ア
等
地
中
海
沿
岸
国
を

中
心
に
十
五
か
国
の
平
和
首
長
会
議
加
盟
都

市
・
自
治
体
連
合
関
係
者
等
約
百
三
十
人
と
、

本
財
団
か
ら
小こ

み
ぞ溝

理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

小
溝
理
事
長
は
、
開
会
式
で
松
井
広
島
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
す
る
と
と
も

に
、
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ

で
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
の

若
い
世
代
に
伝
え
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
構
築
に
寄
与
し

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
翌
日
、
参
加
者
は
オ

バ
ー
ニ
ュ
・
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
オ
バ
ー

ニ
ュ
市
長
等
の
挨
拶
を
経
て
会
議
は
閉
会
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
和
首
長
会
議
で
は
、
加
盟
都
市

に
よ
る
地
域
活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
を

第
八
回
総
会
で
決
定
し
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
活
動
内
容
の
決
定
や
情
報
交
換
等
を
行
う

地
域
会
議
の
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

【プログラム】

〔オープニング〕
オープニングステージ／広島市役所合唱団

〔基調講演 /「核兵器の非人道性と非合法化に向けた取り組み」〕
基調講演者：パトリシア・ルイス（英国王立国際問題研究所・安全保障研究部長）
進行・解説：水本和美（広島市立大学広島平和研究所副所長）

〔ゲストスピーチ〕
森下洋子（プリマバレリーナ、被爆二世、広島市名誉市民）

〔パネル討論〕
〈パネリスト〉渡邊英徳（首都大学東京システムデザイン学部準教授）／ア
ンドルー・ゴードン（ハーバード大学歴史学部教授）／保田麻友（広島
市被爆体験伝承者養成事業参加者）／成田隆一（日本女子大学人間社会
学部教授）

〈コーディネーター〉三浦俊章（朝日新聞社ＧＬＯＢＥ編集長）

国
際
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

核
兵
器
廃
絶
へ
の
道

核
兵
器
廃
絶
へ
の
道

〜
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
被
爆
体
験
の

伝
承
〜

パトリシア・ルイス氏（右）の講演内容をわかりや
すく解説する水本和実氏（左）

平和への思いをスピーチする森下洋子氏

パネル討論の様子

本
財
団
理
事
長
が

本
財
団
理
事
長
が

地
中
海
平
和
都
市

地
中
海
平
和
都
市

会
議
に
出
席

会
議
に
出
席
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私
の
被
爆
体
験

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
は
、
朝
か
ら
雲

一
つ
な
い
快
晴
で
、
お
日
様
が
キ
ラ
キ
ラ

照
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。
私
は
宇う

じ
な品

国
民

学
校
（
爆
心
地
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
一
年
生
で
、
七
歳
で
し
た
。
い
つ
も
の

通
り
に
運
動
場
を
少
し
走
り
、
机
の
横

に
防ぼ

う
く
う空

頭ず
き
ん巾

を
か
け
、
鞄

か
ば
ん

か
ら
本
を
出

し
て
開
い
た
時
に
、
右
側
の
天
窓
か
ら

青
白
い
光
が
見
え
ま
し
た
。

　

何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
時
、
耳
を
突
き

抜
け
る
よ
う
な
ド
ー
ン
と
い
う
轟ご
う
お
ん音
と

同
時
に
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
、
そ
の
破

片
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
教
室
の
中
は

一
瞬
に
し
て
大
騒
ぎ
に
な
り
、
廊
下
の
下

駄
箱
へ
と
泣
き
な
が
ら
我
先
に
行
き
ま

し
た
が
、
靴
や
下
駄
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
は
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
裸は

だ
し足
で
帰

り
ま
し
た
。
帰
る
道
に
は
ガ
ラ
ス
の
破
片

が
い
っ
ぱ
い
飛
び
散
っ
て
い
ま
し
た
。
家

の
前
で
は
母
が
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
頭
に
二
か
所
、
左
手
内

側
に
二
か
所
、
そ
し
て
足
の
裏
に
は
無
数

の
ガ
ラ
ス
が
刺
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸

い
軽
傷
で
し
た
。
母
が
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
小

さ
な
ガ
ラ
ス
を
少
し
ず
つ
抜
き
取
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
な
り
、
眠
り
た
く
て
も
眠
る
こ

と
の
出
来
な
い
ま
ま
横
に
な
っ
て
い
る

と
、
何
の
音
か
分
か
ら
な
い
、
何
か
を

引
き
ず
る
よ
う
な
音
が
、
家
の
前
の
道

か
ら
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
眠
り
、
翌
朝
、
母
に
起
こ
さ
れ
て
身

支
度
を
し
て
、
外
を
見
る
と
、
そ
の
音

が
何
で
あ
っ
た
か
分
か
り
ま
し
た
。
髪

の
毛
が
チ
リ
チ
リ
に
な
っ
て
立
ち
上
が

り
、
顔
の
ほ
う
か
ら
皮
膚
が
垂
れ
下
が

り
、
そ
の
皮
膚
を
引
き
ず
り
な
が
ら
避

難
す
る
人
た
ち
の
音
だ
っ
た
の
で
す
。

祖
母
の
被
爆

　

祖
母
は
穏
や
か
で
優
し
い
人
で
、

向む
か
い
な
だ
洋
の
ほ
う
に
母
の
弟
と
一
緒
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
一
週
間
に
一
度
く
ら
い
、

籐と
う

で
編
ん
だ
乳
母
車
を
押
し
て
、
南
京

や
さ
つ
ま
い
も
、
そ
の
葉
や
茎
な
ど
を

私
の
家
ま
で
歩
い
て
持
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
祖
母
は
八
月
六
日
の
朝
、
い

つ
も
の
よ
う
に
私
た
ち
の
家
に
行
く
と

言
っ
て
出
て
行
っ
た
ま
ま
、
原
爆
に
遭あ

っ

た
の
で
す
。

　

翌
七
日
か
ら
、
祖
母
を
探
し
に
爆
心

地
付
近
ま
で
救
護
所
を
次
々
回
り
ま
し

た
。
一
人
で
留
守
番
を
さ
せ
ら
れ
な
い
か

ら
と
、
母
は
私
も
一
緒
に
連
れ
て
行
き
ま

し
た
。
救
護
所
に
入
る
と
、
何
と
も
言

い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
臭
い
が
し
ま

し
た
。
そ
の
臭
い
は
、
人
も
、
動
物
も
、

植
物
も
、
建
物
も
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
全
て
を

焼
き
尽
く
し
た
臭
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
で
も
そ
の
臭
い
を
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

八
日
の
こ
と
、
多
分
、
八

は
っ
ち
ょ
う丁

堀ぼ
り

近
く

の
救
護
所
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
足
を

つ
か
ま
え
て
「
水
を
」
と
言
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。
壊
れ
た
蛇
口
か
ら
水
を
手
で

受
け
て
、
そ
の
人
の
所
に
持
っ
て
行
き

ま
し
た
。
唇
に
水
が
一
、二
滴
落
ち
、
そ

の
人
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
た
よ
う

に
聞
こ
え
た
時
、「
そ
の
人
に
水
を
あ
げ

た
ら
い
け
ん
」
と
言
い
な
が
ら
私
を
突

き
飛
ば
し
た
人
が
い
ま
し
た
。
す
る
と

少
し
し
て
、
そ
の
人
が
動
か
な
く
な
り

ま
し
た
。「
あ
ん
た
が
水
を
あ
げ
た
か
ら
、

こ
の
人
は
死
ん
だ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
た

の
が
、
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

街
に
は
、
家
の
下
敷
き
に
な
り
手
を

挙
げ
て
死
ん
で
い
る
人
、
目
を
見
開
い

て
空
を
睨に

ら

み
つ
け
る
よ
う
に
道
端
に
転

が
っ
て
死
ん
で
い
る
人
、
家
の
土
壁
の
間

に
挟
ま
れ
て
半
分
焼
か
れ
、
も
う
半
分

は
煤す

す

け
た
ま
ま
焼
け
て
い
な
い
状
態
で

残
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は

本
当
に
怖
か
っ
た
の
で
す
が
、
必
死
で
母

の
後
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
所

で
は
母
は
手
を
合
わ
せ
て
通
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
母
と
同
じ
よ
う
に
手
を
合

わ
せ
て
通
り
ま
し
た
。
人
だ
け
で
は
な

く
、
た
く
さ
ん
の
馬
も
死
ん
で
い
ま
し

た
。
中
に
は
お
腹
が
パ
ン
パ
ン
に
腫は

れ

上
が
っ
た
馬
も
い
ま
し
た
。
先
へ
進
む
た

め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
死
ん
だ
人
た
ち

や
馬
を
ま
た
い
で
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

九
日
、
牛う

し
た田
の
ほ
う
の
救
護
所
を
い

く
つ
か
回
り
、
や
っ
と
祖
母
を
見
つ
け
ま

し
た
。
祖
母
は
背
中
一
面
真
っ
黒
に
焼
け

て
、
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
祖

母
を
宇
品
に
あ
っ
た
陸
軍
船
舶
部
隊
の

施
設
に
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
私

も
看
病
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
す
る
こ

と
と
言
え
ば
、
祖
母
の
背
中
の
傷
に
ハ

エ
が
止
ま
る
の
を
団う

ち
わ扇

で
追
い
払
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
で
も
ハ
エ
は
傷
口
に
止
ま

り
、
い
つ
の
間
に
か
卵
を
産
み
ま
す
。
私

の
役
目
は
体
内
に
入
ろ
う
と
す
る
蛆う

じ
む
し虫

を
取
る
こ
と
で
し
た
。
祖
母
は
亡
く
な

る
前
日
に
「
し
い
ち
ゃ
ん
（
私
の
母
）
の

作
っ
た
お
す
し
が
食
べ
た
い
」
と
言
い
ま

し
た
が
、
材
料
が
手
に
入
ら
ず
、
結
局
、

お
す
し
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

心
の
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）
と
病

　

被
爆
し
て
か
ら
、
私
は
眠
れ
な
い
日

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
原
爆
の
恐
ろ
し

い
場
面
が
夢
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

『
市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
』

作
者　

吉よ
し

村む
ら 

吉き
ち

助す
け

「
衣
服
は
引
き
裂
け
皮
膚
は
た
れ
下
が
り
こ
の

世
の
人
と
は
思
え
ぬ
姿
の
負
傷
者
た
ち
。
声
も

立
て
ず
黙
々
と
郊
外
へ
逃
げ
て
い
く
。」

被爆体験記

プロフィール
〔しらいし　たみこ〕

1939年（昭和14年）生まれ。
小学校1年生であった7歳の時、
爆心地から4km離れた学校の教
室で、本を開いたときに被爆。
60歳で定年退職後、2000年（平
成12年）からピースボランティアと
して活動。今年度からは本財団
被爆体験証言者として活動を始
めた。

今を生きる今を生きる
本財団被爆体験証言者

白石　多美子白石　多美子
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被
爆
六
十
八
年
目
の
八
月
六
日
（
火
）、

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
、
市
主
催
の

平
和
記
念
式
典
（
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
）
が
行
わ
れ
、

遺
族
ら
約
五
万
人
が
参
列
し
て
犠
牲
者
の

冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
午
前
八
時
に
始
ま
り
、
最
初
に

松
井
一か

ず
み實
広
島
市
長
と
遺
族
代
表
二
人
が
、

こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
五
千
八
百
五
十
九
人
の
氏
名
が
記

帳
さ
れ
た
二
冊
の
原
爆
死
没
者
名
簿
を
、

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
の
中
の
奉ほ

う
あ
ん
ば
こ

安
箱
に
奉

納
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
名
簿
登
録
者
総
数

は
二
十
八
万
六
千
八
百
十
八
人
、
名
簿
総

数
は
百
四
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
碓う

す
い井
法の

り
あ
き明
広
島
市
議
会
議
長

の
式
辞
、
各
代
表
に
よ
る
献
花
の
後
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
八
時
十
五
分
に
、
遺
族

代
表
の
迫さ

こ
だ田
史し

織お
り
さ
ん
と
、
こ
ど
も
代
表

の
伊い

と
う藤
麟り

ん
た
ろ
う

太
郎
君
が
平
和
の
鐘
を
つ
き
、

参
列
者
全
員
が
一
分
間
の
黙も

く
と
う祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
松
井
市
長
が
平
和
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
松
井
市
長
は
、
被
爆
に
よ
る

身
体
へ
の
被
害
の
み
な
ら
ず
、
放
射
線
に

対
す
る
恐
怖
に
よ
る
謂い

わ
れ
の
無
い
風
評

に
よ
っ
て
も
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
被
爆
者

の
体
験
談
を
紹
介
し
、「
無
差
別
に
罪
も

な
い
多
く
の
市
民
の
命
を
奪
い
、
人
々
の

人
生
を
も
一
変
さ
せ
、
ま
た
、
終
生
に
わ

た
り
心
身
を
苛

さ
い
なみ
続
け
る
原
爆
は
、
非
人

道
兵
器
の
極
み
で
あ
り『
絶
対
悪
』で
す
。」

と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
界

の
為
政
者
に
、
広
島
を
訪
れ
、
被
爆
者
の

思
い
に
接
し
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
人
類

の
未
来
を
見
据
え
て
、
信
頼
と
対
話
に
基

づ
く
安
全
保
障
体
制
へ
の
転
換
を
決
断
す

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
踏
ま
え
、

そ
の
廃
絶
を
訴
え
る
国
が
着
実
に
増
加
し

て
き
て
い
る
こ
と
等
を
挙
げ
、
日
本
政
府

に
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
国
々
と
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
被
災
者
に
思

い
を
寄
せ
、
日
本
政
府
に
、
国
民
の
暮
ら

し
と
安
全
を
最
優
先
に
し
た
責
任
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
早
期
構
築
、
実
行
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

　

平
和
宣
言
の
後
、
こ
ど
も
代
表
の
竹た

け
う
ち内

駿し
ゅ
ん
じ治
君
と
中な

か
も
り森
柚ゆ

ず子
さ
ん
が
、
広
島
で

六
十
八
年
間
、
命
と
と
も
に
親
か
ら
子
へ
、

孫
へ
と
、
被
爆
の
事
実
や
被
爆
者
の
思
い

が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
バ
ト
ン
リ

レ
ー
に
例
え
、「
方
法
は
違
っ
て
い
て
も

い
い
の
で
す
。
大
切
な
の
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
の
行
動
な
の
で
す
。
さ
あ
、

一
緒
に
平
和
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
大
切

な
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に
。」
と
、
平

和
へ
の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

安あ

べ倍
晋し

ん
ぞ
う三
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実

現
す
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
に
、
日
本
が

主
導
す
る
非
核
兵
器
国
の
集
ま
り
、軍
縮
・

不
拡
散
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
外
相
会
合
を

広
島
で
開
催
す
る
こ
と
等
を
挙
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
爆
症
認
定
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
有
識
者
や
被
爆
者
の
代
表
を
含
む

関
係
者
に
よ
る
議
論
を
早
急
に
進
め
る
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
四
十
二
都
道
府
県
の
遺
族
代

表
、
湯ゆ

ざ
き崎
英ひ

で
ひ
こ彦
広
島
県
知
事
の
他
、
ブ

ー
ク
・
イ
ェ
レ
ミ
ッ
チ
第
六
十
七
回
国
際

連
合
総
会
議
長
や
、
核
兵
器
国
の
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
を

含
む
七
十
カ
国
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

大
使
や
代
表
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ

イ
ブ
中
継
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
読
み

上
げ
ら
れ
た
「
平
和
宣
言
」、「
平
和
へ

の
誓
い
」
の
全
文
は
、
広
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.city.hiroshima.

lg.jp/

）
の
「
原
爆
・
平
和
」
↓
「
平
和

宣
言
・
平
和
へ
の
誓
い
・
平
和
に
関
す
る

要
請
等
」
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
平
和
宣

言
に
つ
い
て
は
八
カ
国
語
（
ア
ラ
ビ
ア
語
、

中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ハ
ン
グ
ル
、
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
）
の
翻
訳
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://www.pcf.city.hiroshima.

jp/

）
か
ら
も
平
和
宣
言
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
総　

務　

課
）

　

本
財
団
で
は
、
広
島
市
と
共
催
で
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
八
月
九
日
に
、

同
じ
被
爆
地
で
あ
る
広
島
か
ら
長
崎
の

原
爆
犠
牲
者
に
哀あ

い
と
う悼
の
意
を
表
し
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、「
長
崎

原
爆
犠
牲
者
慰
霊
の
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
一
階
ロ
ビ
ー
で

開
催
し
た
今
年
の
慰
霊
の
会
に
は
、
被
爆

者
や
国
内
外
か
ら
の
来
館
者
な
ど
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈

念
式
典
の
テ
レ
ビ
中
継
を
視
聴
し
、
原
爆

投
下
時
刻
の
午
前
十
一
時
二
分
に
全
員
で

一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
の
坪つ

ぼ
い井
直

す
な
お

理
事
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
最
後
に
、
長
崎
の
被
爆
者

証
言
ビ
デ
オ
（
証
言
者
：
青あ

お
き木
茂し

げ
るさ
ん
）

を
視
聴
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
場
面
を
思
い
出
し

て
飛
行
機
が
怖
く
な
り
、
飛
行
機
が
飛

ん
で
来
る
た
び
に
部
屋
の
隅
に
隠
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
三
年
生
の
春
、
私
は
四
十
度
の
熱

と
血け

つ
べ
ん便
が
止
ま
ら
な
く
な
り
、
赤せ
き
じ
ゅ
う
じ

十
字

病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
医
者
は
菌き
ん

の

出
な
い
腸
チ
フ
ス
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
高
熱
と
下げ

り痢
で
体
は
衰
す
い
じ
ゃ
く
弱
し
、

う
わ
言
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
私
の
こ

と
を
、
病
院
の
洗
濯
場
で
「
今
日
も
大

き
な
声
を
出
し
て
い
た
よ
」「
あ
の
子
は

ま
だ
死
ん
で
な
い
ん
じ
ゃ
ね
」
と
母
に

話
し
か
け
て
き
た
人
が
い
た
そ
う
で
す
。

私
に
そ
の
話
を
し
た
母
の
、
辛つ

ら

そ
う
な

姿
が
今
で
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
担に

な
う
皆
さ
ん
へ

　

私
は
母
の
死
が
き
っ
か
け
で
ピ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
は
被
爆
体
験
や
祖
母
の
被
爆
死

に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
忘
れ
去
り
た

い
と
心
の
奥
に
し
ま
い
こ
ん
で
い
た
の

で
す
。
し
か
し
、
活
動
を
し
て
い
る
う

ち
に
ヒ
ロ
シ
マ
や
原
爆
の
こ
と
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

原
爆
が
こ
の
よ
う
な
醜

み
に
く

い
こ
と
を
引
き

起
こ
す
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
い
。

平
和
な
世
界
が
続
く
よ
う
、
皆
さ
ん
が

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
考
え
て
い
っ
て

下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
れ
は
短
縮
版
で
す
。
被
爆
体
験
記
の
全
文

は
、
ウ
ェ
ブ
版
機
関
紙
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

被
爆
六
十
八
周
年
平
和
記
念
式
典

被
爆
六
十
八
周
年
平
和
記
念
式
典

―
原
爆
は
、
非
人
道
兵
器
の
極
み
で
あ
り
「
絶
対
悪
」
で
す
―

長
崎
原
爆
犠
牲
者

長
崎
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
の
会

慰
霊
の
会
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平
成
十
四
年
度
か
ら
、
広
島
市
と
本
財
団
は
、

平
和
の
推
進
に
取
り
組
む
人
材
育
成
の
た
め

「
中
・
高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
二
十
六
人
が
参
加
し
、
被

爆
の
実
相
を
学
び
、
他
の
自
治
体
の
中
・
高
校

生
と
の
平
和
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て
平
和
の
大

切
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
日
（
土
）
〜
八
月
五
日
（
月
）

第
八
回
平
和
市
長
会
議
総
会
の
ブ
ー
ス
展
示

　

第
八
回
平
和
市
長
会
議
総
会
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
広
島
国
際
会
議
場
に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
ま
し
た
。
総
会

に
参
加
さ
れ
た
市
長
等
か
ら
、「
中
・
高
校
生

が
自
主
的
に
平
和
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
。
さ
す
が
広
島
で
す
ね
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
な
ど
、
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
へ
の
温

か
い
激
励
の
言
葉
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、
平
和
を
発
信
す
る
た
め
に
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

八
月
五
日
（
月
）

ヒ
ロ
シ
マ
青
少
年
平
和
の
集
い

　

中
国
新
聞
社
ビ
ル
で
開
催
し
た
平
和
学
習
会

に
、
八
つ
の
自
治
体
か
ら
八
十
六
人
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
川

か
わ
も
と本

省し
ょ
う
そ
う

三
さ
ん
の
被
爆

体
験
講
話
を
聴
講
し
た
後
、
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
（
進
行
役
）
を
務
め
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。「
私

た
ち
の
未
来
予
想
図
〜
２
０
４
５
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
原
爆
投
下
か
ら
百
年
後
の
二
〇
四
五
年

は
ど
ん
な
世
界
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
時

が
平
和
な
世
界
で
あ
る
た
め
に
自
分
た
ち
は
何

を
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し

た
。「
い
じ
め
を
な
く
す
」
と
い
っ
た
身
近
な

こ
と
を
題
材
に
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、「
国
境
を

な
く
す
」
と
い
っ
た
世
界
に
目
を
向
け
た
グ
ル

ー
プ
な
ど
が
あ
り
、
多
様
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

様
々
な
自
治
体
の
中
学
生
と
意
見
を
交
わ
す
こ

と
に
よ
り
、
原
爆
だ
け
で
な
く
、
広
い
視
野
で

平
和
を
考
え
て
い
く
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

八
月
六
日
（
火
）

サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー
展

　

平
和
記
念
資
料
館
の
本
館
下
で
、
被
爆
か

ら
十
年
後
に
白
血
病
を
発
症
し
亡
く
な
っ
た
、

佐
々
木
禎さ

だ
こ子

さ
ん
の
一
生
を
通
じ
て
被
爆
の

実
相
を
伝
え
る
「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
被
爆
の
実
相
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
原
子
爆
弾
に
使
用

さ
れ
た
ウ
ラ
ン
の
模
型
を
使
っ
て
爆
弾
の
仕

組
み
を
説
明
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
で
の
説
明
に
挑
戦
し
た

メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
国
内
外
の
多
く
の
人
に
被

爆
の
実
相
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
設
置
し
た
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

メ
ン
バ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
共
感
し
た
方
々
が

た
く
さ
ん
の
折
り
鶴
を
折
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
広
島
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
活

動
を
す
る
こ
と
は
大
切
だ
。
是
非
、
続
け
て
行

っ
て
欲
し
い
」「
こ
れ
ま
で
八
月
六
日
に
こ
の

場
所
に
来
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
が
、
来
年
も

来
た
い
（
被
爆
者
）」
な
ど
、
温
か
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
萩

は
ぎ
わ
ら原
麻ま
み未
さ
ん
の
来
場
な
ど
、

色
々
な
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

八
月
八
日
（
木
）
〜
十
日
（
土
）

長
崎
研
修

　

長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
る
長
崎
の
平
和
祈

念
式
典
に
参
加
す
る
た
め
に
長
崎
市
を
訪
れ

る
、
全
国
の
自
治
体
の
平
和
使
節
団
が
一
堂
に

会
し
て
平
和
の
尊

と
う
とさ
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会

で
、
長
崎
市
の
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
島
か
ら
長
崎
ま
で
バ
ス
で
片
道
五
時
間
と
い

う
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
が
、
全
国
の
青
少
年

と
平
和
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
長
崎
市
の
青

少
年
の
平
和
活
動
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変

充
実
し
た
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ピ
ー
ス
ク
ラ

ブ
の
参
加
者
か
ら
は
、「
も
っ
と
多
く
の
人
に

被
爆
の
実
相
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
し

て
い
き
た
い
」「
原
爆
だ
け
で
な
く
、
戦
争
に

よ
る
被
害
を
も
っ
と
学
ん
で
、
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
平

和
活
動
へ
の
関
心
は
大
い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
か
ら
も
被
爆
の
実
相

を
伝
え
、
平
和
へ
の
思
い
を
発
信
す
る
た
め
に
、

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
様
々
な

活
動
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
崎
市
の
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
、
平
和
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
他
府
県

の
中
・
高
校
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
、

若
い
世
代
か
ら
平
和
へ
の
う
ね
り
を
起
こ
し
て

い
け
る
よ
う
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
御
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

フランス・マラコフ市代表ミシェル・シボ氏
にメッセージを書いていただきました。

「ヒロシマ青少年平和の集い」のグループワークでファシリ
テータ役を務めました。

「サダコと折り鶴ポスター展」で手作りの模型
を使って原子爆弾の仕組みを説明しました。

田
た

上
うえ

長崎市長にピースクラブ参加者からの
メッセージボードを手渡しました。

《
特
集
》
中
・
高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ

《
特
集
》
中
・
高
校
生
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ

広
島
の
中
・
高
校
生
が
発
信
す
る

広
島
の
中
・
高
校
生
が
発
信
す
る

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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本
財
団
で
は
、
三み

た
き滝

少
年
自
然
の
家

と
似に

の
し
ま島

臨
海
少
年
自
然
の
家
と
の
共
催

で
、
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま

で
を
対
象
に
、「
こ
ど
も
平
和
キ
ャ
ン
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
八
月
二
日
か
ら
四

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
に
は
、

小
学
生
三
十
二
人
、
中
学
生
五
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
る

た
め
、
折
り
鶴
を
利
用
し
た
花
輪
を
班

ご
と
に
作
成
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
花

輪
は
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
へ
捧
げ
、
原

爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
案
内
で
、
平
和
記
念
公
園
内
の
碑

め
ぐ
り
や
平
和
記
念
資
料
館
の
見
学
を

通
し
て
被
爆
の
実
相
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
ほ
か
、
戦
時
中
の
食
事
体
験
と
し

て
、
折お

り
め
ん免

滋
し
げ
る

君
の
弁
当
（
再
現
し
た

も
の
）
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
特
に

参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
の
が
、
似
島
臨

海
少
年
自
然
の
家
で
の
海
水
プ
ー
ル
、

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
で
し
た
。
友
達

と
協
力
し
な
が
ら
丹
念
に
焼
き
上
げ
た

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
お
い
し
さ
と
、
団

結
し
て
作
る
喜
び
を
味
わ
う

と
と
も
に
、
な
ぜ
似
島
が
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
発

は
っ
し
ょ
う

祥
の
地
と

な
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
夏
の
思

い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
な
る
と

と
も
に
、
戦
争
と
平
和
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
八
月
六
日
に
は
、

小
中
学
生
二
十
四
人
と
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
四
人
が
、
平
和
へ

の
気
持
ち
を
胸
に
平
和
記
念

式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

本
財
団
は
今
年
度
も
、
平
和
記
念
公

園
を
訪
れ
る
人
々
が
、
事
前
に
申
し
込

む
こ
と
な
く
被
爆
体
験
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
「
被
爆
体
験
講
話
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

八
月
の
四
日
（
日
）
か
ら
六
日
（
火
）

ま
で
、
十
三
日
（
火
）・
十
四
日
（
水
）、

十
月
の
四
日
（
金
）・
五
日
（
土
）
の

計
七
日
間
、
全
十
六
回
の
被
爆
体
験
講

話
（
う
ち
四
回
は
英
語
）
と
原
爆
に
関

す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
上
映
を
行
い

ま
し
た
。

　

期
間
中
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
戦
争

を
体
験
し
た
世
代
の
人
ま
で
、
広
島
県

内
外
か
ら
延
べ
千
五
百
五
十
八
人
の
来

場
が
あ
り
、
皆
熱
心
に
講
話
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
平
和
の
尊
さ
、

大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
」「
周
り
の
人
た
ち
に

も
伝
え
た
い
と
思
う
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

八
月
六
日
（
火
）、
本
財
団
と
生
協
ひ

ろ
し
ま
等
と
の
共
催
に
よ
り
、
カ
ー
プ

応
援
の
場
を
活
用
し
て
核
兵
器
廃
絶
と

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ

ー
二
〇
一
三
」
を
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー
で
は
、

① 

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
松
井
市
長
や
湯ゆ

ざ
き﨑

知
事
等
の
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
放
映
し
ま
し
た
。

② 

広
島
県
府ふ

ち
ゅ
う
ち
ょ
う

中
町
出
身
の
歌
手
で
俳

優
の
吉き

っ
か
わ川

晃こ
う
じ司

氏
が
始
球
式
を
行
い

ま
し
た
。

③ 

カ
ー
プ
の
監
督
、
選
手
等
が
ピ
ー
ス

ワ
ッ
ペ
ン
を
着
け
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

④ 

五
回
裏
終
了
時
に
、
原
爆
ド
ー
ム

と
同
じ
高
さ
に
赤
色
の
線
「
ピ
ー
ス

ラ
イ
ン
２
５
」
を
作
り
、
平
和
へ
の

願
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
吉
川
氏
が

「
イ
マ
ジ
ン
」
を
独
唱
す
る
と
と
も
に
、

地
元
高
校
生
等
が
「
ピ
ー
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
セ
・
リ
ー
グ
全
球
団
の
賛

同
を
得
て
、
八
月
六
日
の
公
式
戦
三
試

合
全
て
で
平
和
や
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
願
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
が
核
兵
器
廃
絶
及
び
世
界
恒

久
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
な
り
ま

し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

平
和
へ
の
思
い
育
む

平
和
へ
の
思
い
育
む

夏
の
キ
ャ
ン
プ

夏
の
キ
ャ
ン
プ

被爆の実相を語る被爆体験証言者

緑色と赤色のピースポスターを用いて原爆ドーム
と同じ高さに「ピースライン25」を作る観戦客

慰霊碑めぐりでピースボランティアの説明を受ける参加者

被
爆
体
験
講
話
会
を
開
催

被
爆
の
実
相
を

被
爆
の
実
相
を

多
く
の
方
に

多
く
の
方
に

「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー

「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー

二
〇
一
三
」の
開
催

二
〇
一
三
」の
開
催
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本
財
団
で
は
、
広
島
市
と
共
催
で
、

市
民
が「
平
和
の
原
点
」と
し
て
の「
ヒ

ロ
シ
マ
」
を
見
つ
め
直
し
、
原
爆
や
平

和
に
つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行

動
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
探
求
す
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
に
続
き
、
広
島
市
立
大

学
の
講
座
「
広
島
か
ら
の
平
和
学
」
と

連
携
し
て
、
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
隔

週
土
曜
日
に
全
六
回
開
催
し
、
同
大
学

の
学
生
を
含
む
十
代
か
ら
七
十
代
ま

で
の
約
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
際
情
勢
、
医

療
、
都
市
計
画
、
芸
術
、
報
道
な
ど
多

角
的
な
面
か
ら
、
原
爆
や
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
講
座
を
用
意
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
と
最
終
回
で
の
発

表
に
よ
り
、
参
加
者
間
で
活
発
な
意

見
交
換
が
で
き
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
年

の
離
れ
た
方
々
と
議
論
す
る
こ
と
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
貴
重
な
時
間

で
し
た
」、「
色
々
な
方
の
意
見
が
伺
え

て
と
て
も
良
か
っ
た
。
講
師
の
方
の
お

話
も
と
て
も
良
く
、
自
分
の
意
見
も

だ
ん
だ
ん
ま
と
ま
っ
て
き
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
原
爆
被

害
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
英
語
で
伝

え
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
「
英
語
で
伝

え
よ
う
ヒ
ロ
シ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
六
日
（
日
）
と
七
月

二
十
一
日
（
日
）
に
実
施
し
た
「
一
般

の
部
」
に
は
、
海
外
渡
航
の
予
定
や
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
機
会
の
あ
る
市
民
八
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
回
の
前
半
部
分
で
は
、
米
国
出

身
の
英
語
教
員
ク
レ
ィ
グ
・
ネ
ヴ
ィ
ッ

ト
さ
ん
が
、
原
爆
被
害
の
概
要
に
つ
い

て
英
語
で
説
明
し
た
後
、
外
国
人
か
ら

よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
英
語
で
簡

潔
に
答
え
る
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

五
月
の
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
部

分
で
は
、
広
島
市
立
大
学
平
和
研
究

所
の
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
准
教

授
が
、「
米
国
に
お
け
る
『
ヒ
ロ
シ
マ
』

の
定
義
と
現
代
の
核
兵
器
開
発
」
と

題
し
、
原
爆
投
下
後
こ
れ
ま
で
の
米

国
内
で
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
対
す
る
認

識
や
、
新
型
か
つ
小
型
の
核
兵
器
開
発

等
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

七
月
の
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半

部
分
で
は
、
ネ
ヴ
ィ
ッ
ト
さ
ん
と
広
島

市
国
際
交
流
員
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
平

和
記
念
公
園
に
関
す
る
質
問
や
、
そ

の
ほ
か
の
広
島
の
名
所
等
に
つ
い
て

英
語
で
ど
の
よ
う
に
答
え
る
か
を
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
留
学
予
定
の
高
校
生
を
対
象

に
六
月
十
五
日
（
土
）・
六
月
二
十
九

（
土
）
に
実
施
し
た
「
高
校
生
の
部
」

に
は
、
合
計
百
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
か
ら
は
「
説
明

が
わ
か
り
や
す
く
、
簡
潔
で
あ
っ
た
」 

「
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
練
習
が
で
き

て
、
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

平
和
記
念
資
料
館
資
料
調
査
研
究

会
の
調
査
研
究
活
動
の
成
果
を
と
り

ま
と
め
た
「
広
島
平
和
記
念
資
料
館

資
料
調
査
研
究
会
研
究
報
告
」
第
九

号
を
八
月
一
日
に
発
行
し
ま
し
た
。
執

筆
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
会
員
研
究
報
告
》

◆
北き

た
が
わ川 

建け
ん
じ次

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

「
広
島
を
訪
ね
る
修
学
旅
行
生
の
動
向

に
つ
い
て
」

◆
肥こ

え
づ
か塚 

隆た
か
や
す保

・
高こ

う
づ
ま妻 

洋よ
う
せ
い成

・
脇わ

き
や谷 

草そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
柳や

な
ぎ
だ田 

明あ
き
の
ぶ進　

「
被
爆
資
料
等

に
つ
い
て
の
保
存
科
学
的
研
究
―
劣

化
と
保
存
状
態
に
関
す
る
調
査
と
そ

の
保
存
・
保
管
法
の
研
究
―
」

◆
水み

ず
も
と本 

和か
ず
み実

（
広
島
市
立
大
学
広

島
平
和
研
究
所 

副
所
長
）　
「
原
発
事

故
は
日
本
の
核
政
策
を
変
え
る
か
―

２
０
１
１
年
の
核
を
め
ぐ
る
動
向
と

論
調
―
」

◆
横よ

こ
や
ま山 

昭あ
き
ま
さ正

（
広
島
女
学
院
大
学
名

誉
教
授
）　
「『
市
民
が
描
い
た
原
爆
の

絵
』
に
刻
ま
れ
た
被
爆
者
の
最
期
の

姿
―
８
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
―
」

《
資
料
調
査
報
告
》

◆
福ふ

く
し
ま島 

在あ
り
ゆ
き行

（
平
和
記
念
資
料
館
学

芸
員
）　
「
第
19
回
日
本
平
和
博
物
館

会
議
の
開
催
に
つ
い
て
」

　

広
島
市
内
の
図
書
館
で
お
読
み
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
百

部
を
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。
送
料

を
負
担
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
も
可

能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

ヒ
ロ
シ
マ・ピ
ー
ス

ヒ
ロ
シ
マ・ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム

5月26日に開催された「一般の部」において、ジェイ
コブズ准教授の話に熱心に耳を傾ける参加者の皆様

広
島
平
和
記
念
資
料
館

広
島
平
和
記
念
資
料
館

資
料
調
査
研
究
会

資
料
調
査
研
究
会

研
究
報
告
を
発
行

研
究
報
告
を
発
行

ピースフォーラム（第３回）で講演する映画美術

監督の部
へ

谷
や

京
きょうこ

子さん

英
語
で
伝
え
よ
う

英
語
で
伝
え
よ
う

ヒ
ロ
シ
マ
セ
ミ
ナ
ー

ヒ
ロ
シ
マ
セ
ミ
ナ
ー
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「
広
島
・
長
崎
講
座
」
を
開
設
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ネ
テ

ィ
カ
ッ
ト
州
立
大
学
が
、
七
月
十
一
日

（
木
）
か
ら
十
三
日
（
土
）
に
か
け
て
、

今
回
で
六
回
目
と
な
る
広
島
で
の
現
地

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
員
二
人
・
学
生
十
五
人
の
一
行
は
、

笠か
さ
お
か岡

貞さ
だ

江え

さ
ん
、
松ま

つ
し
ま島

圭け
い
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん

に
よ
る
被
爆
体
験
証
言
の
聴
講
、
平
和

記
念
公
園
や
広
島
平
和
記
念
資
料
館
の

見
学
、
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
で
の
原
爆
詩
の
朗
読
等
を
通

し
て
、
被
爆
の
実
相
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
や

袋ふ
く
ろ
ま
ち町

小
学
校
平
和
資
料
館
な
ど
の
被

爆
建
物
を
見
学
し
、
建
物
に
残
さ
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
被
爆
の
爪つ

め
あ
と痕

を
た
ど
り

ま
し
た
。

　

更
に
、
広
島
の
大
学
生
と
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
世
界
が
す
べ
き
こ

と
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
に
つ
い
て

率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

漫
画｢

は
だ
し
の
ゲ
ン｣

の
連
載

が｢

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ｣

で
始
ま
っ

て
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
で
四
十
年
を

迎
え
ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、

四
十
年
の
節
目
を
記
念
し
、
漫
画｢

は

だ
し
の
ゲ
ン｣

の
原
画
展
を
、
七
月

十
九
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、
当
館
東

館
地
下
一
階
の
展
示
室
（
五
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
原
画
展
で
は
、
漫
画｢

は
だ

し
の
ゲ
ン｣

や
「
絵
本
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

の
原
画
、
幻
の
作
品
と
な
っ
た
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
」
第
二
部
の
下
書
き
な
ど

六
十
五
点
の
ほ
か
、
漫
画
を
大
き
く
拡

大
し
た
パ
ネ
ル
を
十
五
点
展
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
作
者
中な

か
ざ
わ沢

啓け
い
じ治

氏
の
生

い
立
ち
や
被
爆
体
験
を
紹
介
し
た
映
像

作
品｢

は
だ
し
の
ゲ
ン
が
伝
え
た
い
こ

と｣

を
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
の
開
催
で
、
家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
観
覧
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
原
爆
・
戦
争
へ
の
怒
り
、
生

き
抜
く
強
さ
、
平
和
の
尊

と
う
とさ

が
込
め
ら

れ
た
原
画
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は｢

原
画

を
直
接
目
に
し
て
、
作
者
の
深
い
思
い
、

魂た
ま
し
いを

感
じ
た｣

「
自
分
は
小
学
生
の
こ

ろ
読
ん
だ
。
自
分
の
子
供
に
も
読
ま
せ

た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

　

被
爆
か
ら
六
十
八
年
が
経
過
し
、

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、

被
爆
体
験
の
風
化
や
若
者
の
平
和
意

識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
広
島
市
で
は
、
人

類
史
上
最
初
の
被
爆
地
と
し
て
、
核

兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
た
世
論
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
国
内
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
研
修
「
ヒ
ロ
シ
マ
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
国
内
の
新

聞
社
の
若
手
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
対
象
に
、
被
爆
の
実
相

や
被
爆
地
広
島
の
課
題
、
核

兵
器
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢

等
に
つ
い
て
総
合
的
・
体
系

的
に
学
ぶ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
し
、
研
修
の
成
果
を

報
道
や
論
説
活
動
等
を
通
じ

て
広
く
国
内
外
に
発
信
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

十
二
回
目
と
な
っ
た
今
年

の
講
座
は
、
地
方
紙
の
記
者

九
人
が
参
加
し
、七
月
二
十
八
日
（
日
）

か
ら
八
月
七
日
（
水
）
ま
で
の
十
一

日
間
、
被
爆
者
の
証
言
の
聴
講
、
原

爆
被
害
に
関
す
る
講
義
や
広
島
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
和
記

念
式
典
参
列
や
被
爆
体
験
伝
承
者
へ

の
取
材
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て

学
ん
だ
被
爆
者
の
体
験
談
や
平
和
へ

の
思
い
を
、
各
地
方
紙
に
掲
載
し
、

ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
広
く
伝
え
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

広
島
市
市
民
局
国
際
平
和
推
進
部
平

和
推
進
課
ま
で

☎
（
０
８
２
）
２
４
２
・
７
８
３
１

セントラルコネティカット州立大学と広島の
大学生のディスカッションの様子

広
島
・
長
崎
講
座

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ネ

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
州
立

テ
ィ
カ
ッ
ト
州
立

大
学
の
現
地
学
習

大
学
の
現
地
学
習

｢｢
は
だ
し
の
ゲ
ン
原
画
展

は
だ
し
の
ゲ
ン
原
画
展

―
生
き
て
生
き
て
生

―
生
き
て
生
き
て
生

き
ぬ
い
て
―
」
を
開
催

き
ぬ
い
て
―
」
を
開
催

連日、多くの観覧者が訪れました

原爆被害に関する講義を受ける研修参加者

国
内
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
研
修

ヒ
ロ
シ
マ
講
座

ヒ
ロ
シ
マ
講
座
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国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
広
島
で
の
平
和
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
に
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
広
島

を
訪
れ
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
知
り
、
平
和

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
関
係
者
や
旅
行
会
社
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
広
島
平
和
学
習
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
三
日
に
十
七
回
目
の
セ

ミ
ナ
ー
が
岐
阜
県
岐
阜
市
で
開

催
さ
れ
、
岐
阜
県
及
び
愛
知
県

な
ど
近
隣
県
か
ら
、
学
校
、
旅

行
会
社
、
被
爆
者
団
体
の
関
係

者
二
十
四
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
広
島

で
の
平
和
学
習
と
そ
の
効
果
」

　

原
爆
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
廃
墟
と
化
し
た
広
島

が
国
際
平
和
文
化
都
市
と
し
て

復
興
を
遂
げ
る
様
子
や
、
平
和

記
念
公
園
内
の
数
多
く
の
慰
霊

碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
旧
日
本
銀
行

広
島
支
店
な
ど
の
被
爆
建
物
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
記
念
公
園

め
ぐ
り
、
被
爆
体
験
講
話
、
被
爆
体

験
記
朗
読
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

広
島
へ
の
修
学
旅
行
の
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
広
島
で
の

修
学
旅
行
」

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
入
館
者

数
調
べ
に
よ
る
地
域
別
の
修
学
旅
行

の
状
況
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
岐
阜
か
ら
広
島

へ
の
二
泊
三
日
の
修
学
旅
行
の
モ
デ

ル
コ
ー
ス
の
提
案
や
、
広
島
で
で
き

る
体
験
学
習
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま

し
た
。

被
爆
体
験
記
朗
読
の
実
演
等

　

新
た
な
体
験
型
平
和
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩

の
朗
読
会
、
及
び
そ
の
開
催
状
況
を

映
像
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
演
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
声

　

参
加
者
か
ら
は
、「
平
和
な
時
代

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
生
き
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
こ
そ
広
島
を
感
じ
さ

せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

た
。」、「
平
和
学
習
と
し
て
と
て
も

よ
い
と
思
う
。
生
徒
に
本
物
を
伝
え
、

そ
こ
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
。」、「
朗

読
の
力
（
伝
達
力
）
に
圧
倒
さ
れ
、

心
に
深
く
響
き
、
感
動
し
た
。」
な

ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

　

本
財
団
で
は
、
原
爆
被
害
の
実
相

を
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
機
運
を

高
め
る
た
め
、
平
成
八
年
度
か
ら
国

内
主
要
都
市
で
原
爆
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
次
の
二
都
市
で
開
催
し
、

両
市
合
わ
せ
て
約
四
千
二
百
人
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

【
盛も

り
お
か岡

市
】

期
間
：
八
月
一
日
（
木
）
〜

　
　
　

六
日
（
火
）（
六
日
間
）

場
所
：
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー　

ア
イ
ー
ナ

【
長な

が
お
か岡
市
】

期
間
：
八
月
十
日
（
土
）
〜

　
　
　

十
四
日
（
水
）（
五
日
間
）

場
所
：
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ　

ア
オ
ー
レ
長
岡

　

展
示
会
場
で
は
、
被
爆
の
実
相
や

核
兵
器
の
現
状
を
伝
え
る
写
真
パ
ネ

ル
や
被
爆
資
料
の
展
示
の
ほ
か
、
市

民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
の
展
示
等
を

行
い
ま
し
た
。
両
市
と
も
子
連
れ
で

来
場
さ
れ
た
方
が
多
く
、
親
子
揃
っ

て
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
展
示
物
を
見

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
市
で
は
新あ
ら
い井

俊し
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
が
、
長
岡
市
で
は
笠か

さ
お
か岡

貞さ
だ
え江

さ
ん
が
被
爆
体
験
証
言
を
行
い

ま
し
た
。
両
市
と
も
、
た
く
さ
ん
の

市
民
が
来
場
さ
れ
、
被
爆
体
験
証
言

者
の
言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
も

け
っ
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
」、「
核
兵
器
と
い

う
も
の
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）会場の様子（於長岡市）

プレゼンテーション風景

広
島
平
和
学
習
セ

広
島
平
和
学
習
セ

ミ
ナ
ー（
岐
阜
）を

ミ
ナ
ー（
岐
阜
）を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

被爆体験記の朗読実演風景

岩
手
県
盛
岡
市
と

岩
手
県
盛
岡
市
と

新
潟
県
長
岡
市

新
潟
県
長
岡
市

で
原
爆
展
を
開
催

で
原
爆
展
を
開
催
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平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
丹た

ん
げ下

健け
ん
ぞ
う三

氏
に
関
連
し
た
資
料
展
を
、
八

月
一
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
当
館

東
館
地
下
一
階
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
は
、
平
成
十
七
年

に
九
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
丹
下
氏

の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
こ
と
に
ち
な

み
、
広
島
市
公
文
書
館
や
専
門
家
の

協
力
を
得
て
、
丹
下
氏
の
業
績
を
振

り
返
る
資
料
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
展
で
は
、
丹
下
氏
が
設

計
し
た
平
和
記
念
公
園
を
中
心
に
広

島
と
の
関
わ
り
に
焦

し
ょ
う
て
ん点

を
当
て
ま
し

た
。
旧
制
広
島
高
等
学
校
時
代
に
建

築
家
を
志
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
公

園
を
東
西
に
ま
た
ぐ
巨
大
ア
ー
チ
が

あ
っ
た
当
初
の
平
和
記
念
公
園
構
想
、

ま
だ
型
枠
段
階
の
原
爆
死
没
者
慰
霊

碑
の
写
真
等
、
十
三
枚
の
パ
ネ
ル
で

説
明
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
当
館
資
料
展
の
中
で
も
特

に
多
く
の
来
場
者
を
集
め
、「『
世
界

の
丹
下
』
の
出
発
点
が
平
和
記
念
公

園
の
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
こ
と
に
驚
い

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

国
連
で
は
、
毎
年
九
月
二
十
一
日

を
「
国
際
平
和
デ
ー
」
と
定
め
、
世

界
の
停
戦
と
非
暴
力
の
日
と
し
て
、

こ
の
日
一
日
敵
対
行
為
を
や
め
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
本
財
団

で
は
、
松
井
一か

ず

實み

広
島
市
長
参
加

の
下
、
国
際
平
和
デ
ー
の
正
午
に
、

「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶

を
！
」
と
い
う
平
和
首
長
会
議
の

横お
う
だ
ん
ま
く

断
幕
を
掲
げ
、
原
爆
死
没
者
慰
霊

碑
に
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る

と
と
も
に
「
平
和
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
和
首
長
会
議
の
呼
び
掛

け
に
よ
り
、
国
内
外
の
加
盟
都
市
に

お
い
て
も
様
々
な
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（

平
和
連
帯
推
進
課
）

　

軍
縮
の
専
門
家
を
育
成
す
る
目
的

で
国
連
が
主
催
す
る
「
国
連
軍
縮

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
計
画
」
の

研
修
生
（
フ
ェ
ロ
ー
ズ
）
を
、

九
月
三
十
日
（
月
）
か
ら
三

日
間
、
広
島
に
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

国
連
軍
縮
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
計
画
は
、
国
連
が
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
年
）

か
ら
実
施
し
て
い
る
研
修
事

業
で
あ
り
、
昭
和
五
十
八

年
（
一
九
八
三
年
）
か
ら
毎

年
広
島
で
受
け
入
れ
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
に
約
八
百
人
が
来

広
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
二
十
五
か
国
の

若
手
外
交
官
二
十
五
人
が
参

加
し
、
三
十
日
（
月
）
に
広
島
に
到

着
し
た
後
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

出
席
、
被
爆
体
験
証
言
者
な
ど
地
元

参
加
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
一
行
は
原
爆
ド
ー
ム
や
原

爆
の
子
の
像
の
見
学
、
原
爆
死
没
者

慰
霊
碑
へ
の
献
花
を
行
う
と
と
も
に
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
、
国
立
広
島

原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
を
訪

れ
た
ほ
か
、
松ま

つ
し
ま島

圭け
い

次じ
ろ
う郎

氏
に
よ
る

被
爆
体
験
証
言
を
聴
講
し
、
被
爆
の

実
相
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
本
財
団
の
小こ

み
ぞ溝

泰や
す

義よ
し

理

事
長
か
ら
平
和
首
長
会
議
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
説
明
後
に
は
一
行

と
小
溝
理
事
長
と
で
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ

た
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
ワ
ン
・
シ
ャ
オ
ユ

ウ
団
長
は
「
広
島
で
学
ん
だ
多
く
の

こ
と
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組
ん

で
い
る
我
々
に
と
っ
て
心
の
支
え
と

な
る
。」
と
述
べ
、
ま
た
、
一
行
か

ら
は
「
広
島
の
人
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
必
ず
帰
国
後
伝
え
る
。」、「
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ど
の
パ
ー
ト
も
し
っ
か
り

計
画
さ
れ
て
い
た
。
広
島
の
街
も
、

人
も
、
と
て
も
好
き
に
な
っ
た
。」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
和
連
帯
推
進
課
） 平和記念資料館について副館長から説明を受けるフェローズ一行

資料展タイトルパネル

平
和
記
念
公

平
和
記
念
公
園園

を
創
る

を
創
る

―
丹
下
健
三 
生
誕

一
〇
〇
年
資
料
展
―

慰霊碑前で黙とうを捧げる参加者

「
国
際
平
和
デ
ー
」

「
国
際
平
和
デ
ー
」

記
念
行
事
の
開
催

記
念
行
事
の
開
催

国
連
軍
縮
フ
ェ
ロ
ー

国
連
軍
縮
フ
ェ
ロ
ー

ズ
の
受
け
入
れ

ズ
の
受
け
入
れ
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昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
年
）、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
の
呼
び
掛
け
で
、
市

民
か
ら
二
千
二
百
二
十
五
点
の
絵
が

寄
せ
ら
れ
、
後
に
平
和
記
念
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
年
）
に
は
、
当
資
料
館
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
及
び
中
国
新
聞
社
が

募
集
し
、
千
三
百
三
十
八
点
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
「
原
爆
の
絵
」

は
描
か
れ
続
け
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、

そ
れ
ら
の
中
か
ら
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
、

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
原
爆
と
い
う
大だ

い
さ
い
か

災
禍
の
中

を
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
テ
ー
マ

に
、
三
十
四
点
の
絵
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

原
子
爆
弾
は
一
瞬
の
う
ち
に
街
を
壊

滅
さ
せ
、
老

ろ
う
に
ゃ
く
な
ん
に
ょ

若
男
女
の
区
別
な
く
多
く

の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
生

き
残
っ
た
人
々
も
多
く
が
傷
つ
き
、
家

や
家
族
を
失
い
、
避
難
場
所
を
求
め
て

さ
ま
よ
い
、
苦
難
に
満
ち
た
日
々
を
生

き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
絵
か
ら
は
、
死
の
危
機
に
直
面

し
た
人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
、
日
常

を
一
変
さ
せ
た
原
爆
の
非
人
道
性
と
と

も
に
、
被
爆
後
の
世
界
を
生
き
抜
い
て

き
た
被
爆
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
絵
を
通
し
て
、
原
爆

被
害
の
実
相
に
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
原
爆

被
害
の
実
相
を
伝
え
る
た
め
に
、
被

爆
者
や
そ
の
遺
族
が
所
蔵
し
て
い
る

被
爆
資
料
や
遺
品
、
写
真
な
ど
の
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年

度
は
、
新
た
に
六
十
七
人
の
方
か
ら
、

九
百
五
十
点
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
た
仏
像

　

山
田
幹み

き
お夫
さ
ん
の
父
・
山
田
明あ
き
らさ
ん

（
当
時
三
十
一
歳
）
は
、
爆
心
地
か
ら
約

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
尾お

な
が
ま
ち

長
町
の
自

宅
で
被
爆
し
ま
し
た
。
屋
根
は
吹
き
飛

び
ま
し
た
が
、
け
が
は
な
く
、
翌
日
か

ら
家
族
を
捜
す
た
め
市
内
中
心
部
へ
入

り
ま
し
た
。
こ
の
仏
像
は
、
立た
て
ま
ち町

で
靴

屋
を
営
ん
で
い
た
兄
夫
婦
の
自
宅
焼
け

跡
で
見
つ
け
ま
し
た
。
防ぼ

う
く
う
ご
う

空
壕
の
前
に
、

二
体
の
遺
骨
が
あ
り
、
明
さ
ん
は
兄
と

そ
の
妻
だ
と
思
い
ま
し
た
。
六
人
兄
姉

の
う
ち
末
っ
子
だ
っ
た
明
さ
ん
だ
け
が

生
き
残
り
、
兄
姉
の
親
族
を
含
め
十
人

以
上
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

寄
贈
者
の
話
か
ら

　
「
た
く
さ
ん
の
家
族
を
一
度
に
亡
く
し

た
父
は
、
亡
く
な
る
ま
で
原
爆
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
語
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
仏
像
を
一
番
見
え
る
と
こ
ろ
に

置
き
、
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
が
死
ん
だ
ら
資
料
館
に
預
け
て
く

れ
て
く
れ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
に
も
大
切
に
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
死

後
も
手
放
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
八
月
に
母
も
亡
く
な
り
、
よ
う
や
く

寄
贈
す
る
決
心
が
で
き
ま
し
た
。」

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

市民が描いた原爆の絵市民が描いた原爆の絵

ピカピカに遭った人々に遭った人々

■期間　平成26年6月15日(日)まで■期間　平成26年6月15日(日)まで

作者　高
たか

原
はら

良
よし

雄
お

さん

平成24年度に寄贈された資料のうち99点を展示して
います

「新着資料展」を「新着資料展」を
開催しています開催しています

■期間　平成26年6月15日(日)まで■期間　平成26年6月15日(日)まで

家族の形見として大切にしていた仏像

寄贈／山田幹
みき

雄
お

氏

広
島
平
和
記
念
資
料
館　

東
館
地
下
一
階　

展
示
室
（
四
）
で
開
催
中
いずれも
無料
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国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
で
は
、
多
く
の
方
に
当
館

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
来
館

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
公
開
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
四
か
国
語
（
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
）
で
当
館

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
改
善
す
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
年
）
六
月
二
十
八
日
、
日

本
語
・
英
語
の
ペ
ー
ジ
（
日
本
語
・

http://w
w
w
.hiro-tsuitokinenkan.

go.jp/

／
英
語
・http://www.hiro-

tsuitokinenkan.go.jp/english/index.
php

）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
館
を
紹
介
す
る
ム
ー
ビ
ー
「
記
憶

と
の
出
逢
い
」
を
掲
載
し
ま
し
た

　

九
分
十
七
秒
の
映
像
で
、
入
口
か

ら
追
悼
空
間
、
遺
影
コ
ー
ナ
ー
、
体

験
記
閲
覧
室
、
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
当
館
の
施
設
や
所
蔵
す
る
資

料
の
閲
覧
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
三
面
シ
ア
タ
ー
の
映
像
を
掲

載
し
ま
し
た

　

当
館
で
は
、
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
て
企
画
展

を
開
催
し
て
お
り
、
展
示
し
て
い
る

被
爆
体
験
記
を

映
像
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
紹

介
す
る
三
面
シ

ア
タ
ー
を
設
置

し
、
英
語
字
幕
付

き
で
、
二
十
分
程

度
で
上
映
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
三
面
シ

ア
タ
ー
の
映
像

に
つ
い
て
は
、
平

和
学
習
用
資
料
と
し
て
学
校
や
団
体

へ
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
来

館
者
か
ら
、
自
宅
や
学
校
な
ど
館
外

で
見
た
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
映
像
は
、
パ
ソ
コ
ン
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
使
い
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
て
企
画
展

を
開
催
し
て
お
り
、
被
爆
体
験
記
を

中
心
と
し
た
展
示
に
よ
り
被
爆
の
実

相
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
示

し
て
い
る
被
爆
体
験
記
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
、
英
語
字
幕
付
き
の

二
十
分
程
度
の
映
像
を
、
情
報
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
た
三
面
シ
ア

タ
ー
で
上
映
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
当
館
地
下
一

階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
降
口
の
す
ぐ
左
側

に
あ
り
、
多
く
の
来
館
者
に
見
学
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、「
高
齢
の

た
め
、
立
っ
た
ま
ま
で
映
像
を
見
る

の
が
つ
ら
い
」、「
多
く
の
人
に
最
後

ま
で
見
て
い
た
だ
く
た
め
椅
子
を
設

置
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
要
望
に
応
え
る
た
め
、

多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
る
八
月
六
日
、

平
和
記
念
式
典
当
日
に
間
に
合
う
よ

う
、
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
中
央
展
示

台
を
撤
去
し
、
十
脚
の
ス
ツ
ー
ル
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

ス
ツ
ー
ル
設
置
後
は
、
多
く
の
方

に
座
っ
て
じ
っ
く
り
と
映
像
を
見
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
国
立

広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
は
、
被
爆
体
験
を
継
承
す
る
た

め
の
貴
重
な
資
料
の
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
被
爆
資
料
―
被
爆
さ
れ
た
時
に

身
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
衣
服
な
ど
、

被
爆
の
事
実
を
直
接
も
の
が
た
る

実
物
資
料
。

●
氏
名
・
遺
影
―
原
爆
死
没
者
の

氏
名
・
遺
影
（
氏
名
の
み
の
登
録

も
可
能
）。

●
被
爆
体
験
記
―
被
爆
者
の
体
験

記
や
、遺
族
・
友
人
の
追
悼
記
な
ど
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
被
爆
資
料
に
つ
い
て

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸

課

　

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

■
氏
名
・
遺
影
、
体
験
記
に
つ
い

て

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館

　

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

被
爆
資
料
、
原
爆
死
没
者
の

氏
名
・
遺
影
、
被
爆
体
験
記
募
集

被
爆
体
験
の
継

被
爆
体
験
の
継

承
に
ご
協
力
を

承
に
ご
協
力
を

国
立
広
島
原
爆
死
没
者

国
立
広
島
原
爆
死
没
者

追
悼
平
和
祈
念
館
の

追
悼
平
和
祈
念
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

トップページ（日本語）

情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

ス
ツ
ー
ル
を

ス
ツ
ー
ル
を

設
置
し
ま
し
た

設
置
し
ま
し
た

スツール設置後の情報展示コーナーの風景
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広
島
市
は
、
海
外
に
六
つ
あ
る
姉
妹
・
友

好
都
市
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
、
友
好
の
持
つ
意
味
を
よ
り
深
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、都
市
ご
と
に「
姉

妹
・
友
好
都
市
の
日
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

各
都
市
の
日
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
・
進
行

役
は
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
・

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が
務
め
ま
し
た
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
日

　

七
月
七
日
（
日
）、
広
島
市
留
学
生
会
館

で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催

―
平
成
二
十
五
年
度
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
日

実
行
委
員
会

　

ま
ず
来
場
者
は
、
ス
モ
ー
ク
ミ
ー
ト
や
ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
の
グ
ル
メ
に
舌

し
た
つ
づ
み
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
の
田
中
秀ひ

で
ほ穂

さ
ん
が
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
市
の
お
祭
り
に
つ
い
て
、
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
在
住
の
ク
ロ
ー
ド
・
イ
ア
モ
ニ
コ
さ
ん

と
藤ふ

じ
た田

邦く
に
こ子

さ
ん
、
深み

い
優ゆ

さ
ん
親
子
が
同
市

で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
し
た
。

　

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
国
際
的
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
有
名
な
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
に
ち
な
み
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
広
島
市
在
住
の
岸き

し
も
と本
優ゆ
う
こ子
さ
ん
、

ト
ム
・
サ
ザ
ト
ン
さ
ん
、
石い
し
い井
聡さ
と
し至
さ
ん
の

ト
リ
オ
が
、カ
ナ
ダ
出
身
の
歌
手
セ
リ
ー
ヌ
・

デ
ィ
オ
ン
の
「
マ
イ
・
ハ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
・

ゴ
ー
・
オ
ン
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
ス
モ
ー
ク
ミ
ー

ト
な
ど
の
特
産
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
カ
ナ
ダ
特
産
品
の
展
示
や
、
モ

ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
花
と
緑
で
作
る
像ぞ

う
け
い景
ア

ー
ト
）
国
際
大
会
二
〇
一
三
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
三
百
二
十
人
の
来
場
者
は
、
楽
し
み
な

が
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
や
カ
ナ
ダ
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ハ
ノ
ー
バ
ー
の
日

　

八
月
二
日
（
金
）、
広
島
国
際
会
議
場
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
―

平
成
二
十
五
年
度
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
日
実
行
委

員
会

　

ま
ず
、
試
食
・
試
飲
と
し
て
、
ハ
ノ
ー
バ

ー
と
交
流
の
深
い
上う

え

田だ

宗そ
う

箇こ

流
茶
道
の
体

験
、
本
場
ド
イ
ツ
製
法
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
試

食
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
試
食
、
ド
イ
ツ
菓

子
作
り
の
実
演
、
ル
ッ
チ
ェ
ラ
ー
ゲ
（
二
つ

の
小
さ
な
グ
ラ
ス
に
異
な
る
酒
な
ど
を
注
ぎ
、

一
気
に
飲
み
干
す
ハ
ノ
ー
バ
ー
独
特
の
飲
み

方
）
を
行
い
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
勢
の
人

で
賑に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
・
ド
イ
ツ
の
紹
介

展
示
で
は
、
広
島
市
と
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
交
流

三
十
年
の
歴
史
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ハ
ノ
ー
バ

ー
電
車
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
ド
イ
ツ

絵
本
の
紹
介
・
読
み
聞
か
せ
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
大
好
評
で
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
は
姉
妹
都
市
提
携
三
十
周

年
の
記
念
の
年
で
あ
る
た
め
、
ハ
ノ
ー
バ
ー

市
代
表
団
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
、
セ
レ

モ
ニ
ー
で
代
表
者
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
広
島
市
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
ハ
ノ

ー
バ
ー
を
訪
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
に
よ
り
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
街
や
企
業
な

ど
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
ド
イ
ツ
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
四

組
の
プ
ロ
の
音
楽
家
が
、
ド
イ
ツ
関
連
の
音

楽
を
中
心
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、

来
場
者
を
魅み

り
ょ
う了

し
ま
し
た
。

　

約
四
百
二
十
人
の
来
場
者
は
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
、
楽
し
く
ハ
ノ
ー
バ
ー
や

ド
イ
ツ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
日

　

九
月
八
日
（
日
）、
広
島
市
留
学
生
会
館

で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催

―
平
成
二
十
五
年
度
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
日

実
行
委
員
会

　

来
場
者
に
は
、
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
、
ロ
シ
ア
名
物
料
理
の
ピ
ロ
シ
キ
や

ロ
シ
ア
ン
ケ
ー
キ
の
試
食
、
そ
し
て
グ
ル
ジ

ア
ワ
イ
ン
の
試
飲
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
に
大
変
お
い
し
か
っ
た
と
言

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委

員
長
、
広
島
市
長
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
長

（
代
読
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、
在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦

領
事
参
事
官
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に

よ
る
ロ
シ
ア
語
講
座
や
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
ロ
シ
ア
語
講
座
は
、「
ロ
シ
ア
語

を
は
じ
め
て
身
近
に
感
じ
た
」
な
ど
大
変
好

評
で
し
た
。

　

続
く
ロ
シ
ア
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
最

初
に
、
広
島
合
唱
団
代
表
の
高た

か
た田

龍
り
ゅ
う

治じ

さ

ん
指
揮
、
田た

な
か中

香か
づ
き月

さ
ん
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

り
合
唱
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
、
ロ
シ
ア
民

謡
「
ト
ロ
イ
カ
」
な
ど
の
メ
ド
レ
ー
を
一
緒

に
歌
う
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
次
に
、

様
々
な
楽
器
を
使
用
す
る
演
奏
家
や
作
曲
家

の
団
体
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ッ
カ
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
国
歌
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
、

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異
な
る
音
色

で
奏か

な
で
ら
れ
る
多
様
な
ロ
シ
ア
音
楽
に
、
会

場
は
拍は

く
し
ゅ手

喝か
っ
さ
い采で

し
た
。

　

こ
の
他
、
ロ
シ
ア
・
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の

紹
介
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
民

芸
品
や
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
の
風
景
、
交
流

の
様
子
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

約
二
百
五
十
人
の
来
場
者
は
、
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
や
ロ
シ
ア
へ
の

関
心
や
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

姉
妹
・
友
好
都
市

姉
妹
・
友
好
都
市

を
市
民
に
紹
介

を
市
民
に
紹
介

記念コンサートの様子

ドイツ製法バウムクーヘンの試食

ボルゴグラード市紹介展示の様子
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留
学
の
地
と
し
て
広
島
を
選
ん
だ
留

学
生
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
母
国
に
広
め
て
ほ
し
い
と

の
願
い
を
込
め
て
、
今
年
度
も
二
部
構

成
に
よ
る
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

八
月
三
日
（
土
）

（
第
一
部
）
平
和
学
習
会　

｢

被
爆
の
実

相
を
学
ぶ｣

　

講
師
は
平ひ

ら
の野

由ゆ

み

え
美
恵
さ
ん(

元
Ｎ
Ａ

Ｃ
（
ネ
バ
ー 

ア
ゲ
イ
ン 

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
平
和
大
使
、
被
爆
体
験
伝
承
者
・

研
修
生)

で
、
今
回
は
初
の
試
み
と
し

て
、
英
語
と
日
本
語
に
よ
る
講
義
が
そ

れ
ぞ
れ
一
時
間
、
当
会
館
研
修
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
英
語
に
よ
る
講
義
で
、｢

被

爆
の
爪
痕｣

と
い
う
十
分
間
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
鑑
賞
し
た
後
、
日
本
の
歴
史
や
被
爆

当
時
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
様
子
、
原
爆
に
よ

る
被
害
の
実
相
な
ど
を
写
真
や
絵
を
使

用
し
な
が
ら
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
語
よ
り
も
英
語
の
方
が
理
解

し
や
す
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
留
学

生
が
十
人
参
加
し
ま
し
た
。
英
語
で
質

疑
応
答
も
で
き
、
よ
り
深
く
理
解
出
来

た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

次
に
、
日
本
語
に
よ
る
同
じ
内
容
の

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国

な
ど
の
留
学
生
三
十
四
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
難
し
く
て
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

は
、
画
用
紙
に
大
き
な
字
で
書
い
て
示

す
な
ど
、
講
師
の
工
夫
と
熱
意
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
、
原
爆
に

つ
い
て｢

初
め
て
知
っ
た｣

、「
想
像
以

上
だ
っ
た
」、｢

放
射
能
の
影
響
で
未
だ

に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
、
結

婚
な
ど
で
差
別
さ
れ
た
被
爆
者
が
い
た

こ
と
な
ど
を
初
め
て
知
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
原
爆
に

関
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
と
の
回

答
が
八
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
言
語
別
の

学
習
に
よ
り
、
理
解
を

よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
事
実
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
留

学
生
の
意
識
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

八
月
六
日
（
火
）

（
第
二
部
）
平
和
記
念
式

典
参
列

　

留
学
生
と
そ
の
友
人

を
含
む
三
十
人
が
式
典

に
参
列
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
市
民
が
参
列

す
る
式
典
で
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
早
朝
か
ら

冷
水
や
お
し
ぼ
り
の
サ
ー
ビ
ス
、
席
へ

の
誘
導
な
ど
、
炎
天
下
で
真
摯
に
サ
ポ

ー
ト
活
動
を
し
て
い
る
姿
に
、
留
学
生

は
大
変
感
動
し
、
そ
の
様
子
か
ら
市
民

の
平
和
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
と
り

ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
を
通
し
て
、
平

和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
列
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
原
爆

は
絶
対
悪
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
」、「
広
島
が
素
晴
ら
し
い
復
興
を
遂

げ
た
こ
と
に
感
動
し
た
」、「
母
国
の

人
々
に
真
実
を
伝
え
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
島
市
留
学
生
会
館
）

　

八
月
二
十
三
日
（
金
）
の
午
後
一
時

よ
り
、
広
島
県
立
美
術
館
に
お
い
て
第

六
十
五
回
毎
日
書
道
展
中
国
展
・
書
道

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
留
学
生
会
館
か
ら
居
住
留
学
生

が
七
人
、
ま
た
、
ひ
ろ
し
ま
奨
学
金
奨

学
生
も
一
人
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
書
の
未
来
へ
」。
参
加
し

た
留
学
生
や
小
学
生
が
、
安や

す
だ田
女
子
大

学
文
学
部
書
道
学
科
の
学
生
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
未
来
や
平
和
へ
の
思
い
と
と

も
に
「
書
の
心
」
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

留
学
生
・
小
学
生
そ
れ
ぞ
れ
二
人
と

講
師
役
の
書
道
学
科
の
学
生
三
、四
人

が
一
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
示
さ
れ
た
お

手
本
を
基
に
半は

ん
し紙

や
扇せ

ん
す子

に
書
を
書
き

ま
し
た
。
出
身
国
・
地
域
で
書
道
を
体

験
し
た
こ
と
が
あ
る
留
学
生
も
、
初
め

て
筆
に
触
れ
る
留
学
生
も
、
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
び
ま

し
た
。
筆
を
使
う
こ
と
の
難
し
さ
を
実

感
し
つ
つ
も
、
日
本
文
化
を
通
し
て
国

際
交
流
を
図
る
、
と
て
も
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
書
道
学
科
の

学
生
が
二
・
四
メ
ー
ト
ル
四
方
の
用
紙

に
「
翼
」
の
文
字
を
大
書
し
、
迫
力
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
感
想
と
し
て
、
留
学
生
か

ら
、「
思
い
出
に
残
る
経
験
と
な
り
ま

し
た
」、「
学
業
に
専
念
し
て
い
る
と
な

か
な
か
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会

が
な
く
、
今
日
は
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
、
溢あ

ふ

れ
ん
ば
か

り
の
笑
顔
と
と
も
に
聞
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を

見
学
さ
れ
た
市
民
の
方
か
ら
は
、「
留

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
が
書
い
た

文
字
に
つ
い
て
流

り
ゅ
う
ち
ょ
う
暢
な
日
本
語
で
解
説

を
さ
れ
た
」、「
自
己
紹
介
で
は
広
島
で

何
を
勉
強
し
て
い
る
か
説
明
す
る
な
ど
、

と
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
挨
拶
を
さ
れ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
広
島
市
留
学
生
会
館
）

留
学
生
が
書
道

留
学
生
が
書
道

体
験
ワ
ー
ク

体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

書を学ぶ留学生達

被
爆
体
験
講
話
会
を
開
催

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」を

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」を

母
国
に

母
国
に

平和記念式典の外国人席にて参列
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ぺ
あ
せ
ろ
べ

　

一
九
八
四
年
十
一
月
四
日
、
平
和
と
愛

を
旗
は
た
じ
る
し
印
に
し
た
第
一
回
の
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」

が
広
島
市
の
中
央
公
園
芝
生
広
場
で
十
二

団
体
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
中な

か
そ
ね

曽
根
内
閣
総
理
大
臣
の
「
ア
ジ
ア

の
留
学
生
を
日
本
へ
」
の
留
学
生
増
員
計
画

で
広
島
市
に
も
留
学
生
が
増
え
、
広
島
の

街
に
外
国
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
外
国

人
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
日
本
人
が
自
然
に
外
国
人
と
交
流
出
来

る
場
所
と
し
て
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」
は
始
ま
り

ま
し
た
。PEACE & LOVE

を
ス
ペ
イ
ン

語
風
に
発
音
し
て
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
祭

り
は
、
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
七
日
、
三
十

回
目
の
開
催
で
交
流
の
場
所
と
し
て
の
役

割
を
終
え
た
の
で
す
。

　
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」
で
は
参
加
団
体
が
主
役
。

そ
し
て
参
加
団
体
が
内
容
を
決
め
ま
す
。
私

た
ち
運
営
委
員
は
参
加
団
体
の
希
望
を
叶

え
る
た
め
に
働
く
の
が
仕
事
で
す
。
だ
か

ら
形
体
は
同
じ
な
の
で
す
が
内
容
は
毎
年

変
わ
り
ま
す
。
参
加
団
体
も
四
十
か
ら
多

い
年
で
五
十
六
団
体
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
参
加
団
体
で
も
内
容
が
違
う
時
も
あ

り
ま
す
。
三
十
回
の
う
ち
全
く
同
じ
祭
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
三
十
年

毎
回
新
鮮
な
気
持
ち
で
続
け
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　

三
十
年
間
守
り
続
け
た
約
束
は
、
テ
ン

ト
は
使
う
人
が
自
分
た
ち
で
立
て
る
の
が

原
則
（
と
は
言
い
な
が
ら
皆
で
助
け
合
っ
て

準
備
・
片
付
け
し
て
い
ま
し
た
）、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
持
ち
込
ま
な
い
、
業
者
の
参
加

は
認
め
な
い
、
締
切
を
過
ぎ
て
も
参
加
希

望
は
で
き
る
だ
け
受
け
る
、
何
事
も
柔
軟

に
取
り
組
む
、
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

は
じ
め
の
頃
は
留
学
生
の
参
加
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
広
島
大
学
が
東
広
島
市

に
移
転
し
て
か
ら
は
留
学
生
の
参
加
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
広

島
に
住
む
外
国
人
や
草
の
根
の
二
国
間
交

流
を
し
て
い
る
団
体
の
参
加
が
増
え
て
き

ま
し
た
。「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」
の
状
況
は
広
島

の
街
の
変
化
を
如に

ょ
じ
つ実
に
表
し
て
い
ま
し
た
。

迷
い

　

広
島
に
住
む
外
国
人
と
広
島
市
民
の
交

流
の
場
と
し
て
の
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」
が
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
？ 

こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
し
ら
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
ア
ジ
ア
の
国
を
支
援
し

て
い
る
団
体
の
方
か
ら
「
こ
こ
で
の
収
益

が
あ
る
か
ら
私
た
ち
の
活
動
が
続
け
て
い

け
る
ん
で
す
」
と
聞
い
た
と
き
に
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
交
流
の
役
に
立
っ
て
い
る

と
思
え
ま
し
た
。

　

日
本
文
化
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
あ

る
団
体
か
ら
、「
こ
こ
で
出
会
っ
た
外
国
人

の
方
が
習
い
に
来
て
い
て
、
本
国
に
帰
っ

て
是
非
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
い
と
言
わ

れ
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
お
聞
き
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
出
会
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
あ
る
方
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
か
れ
た

時
、
広
島
に
留
学
し
て
い
た
学
生
さ
ん
に

会
っ
て
「『
ぺ
あ
せ
ろ
べ
』
は
楽
し
か
っ
た
。

Ｏ
Ｂ
会
を
し
た
い
で
す
ね
。」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
よ
と
聞
い
た
時
に
は
、
広
島
で
良

い
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
に
触
れ
て
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
お
話
が
私
の
迷
い
を
消
し
て
く
れ

ま
し
た
。

私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
は
こ
れ
ま
で
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
」
を
は

じ
め
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
く
し
て

き
ま
し
た
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
」

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
誰
か
の
為
に
こ
れ
を
し
よ
う
と
意

気
込
ん
で
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
頼
ま
れ

る
と
断
れ
な
い
弱
い
私
が
い
て
、
引
き
受

け
る
時
、
私
に
で
き
る
か
な
ど
少
し
も
考

え
な
い
馬
鹿
な
私
が
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
、
引
き
受
け
た
事
は
自
分
に
出

来
る
だ
け
の
努
力
を
す
る
の
が
私
の
モ
ッ

ト
ー
な
の
で
、
一
生
懸
命
成じ

ょ
う
じ
ゅ

就
す
る
よ
う

頑
張
る
の
で
す
。
そ
の
繰
り
返
し
で
三
十

年
あ
ま
り
を
過
ご
し
て
き
た
結
果
、
私
は

長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
活
を
送
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
頃
に
、
留
学

生
の
た
め
に
雨
の
中
走
り
回
り
ビ
シ
ョ
ビ

シ
ョ
に
な
っ
て
帰
っ
た
私
を
見
て
、
主
人

は
「
貴あ

な
た女

よ
く
す
る
ね
」
と
呆あ

き
れ
た
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
何
も
言
わ

な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
た
の
で
し

ょ
う
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
私
の
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
様
々
な
人
た

ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

事
、
お
金
で
は
決
し
て
買
う
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
そ
の
門も

ん
こ戸

を
開
い
て
く
れ
た
「
ぺ
あ

せ
ろ
べ
」
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
自
分
の

特
技
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
る
方
々
を
見
る
と
、
も
う
少
し
勉
強
を

し
て
お
け
ば
、
何
か
私
も
、
も
っ
と
人
の
役

に
た
て
た
の
に
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
人
生
に
「
も
し
」「
あ
の
時
こ
う

し
て
お
い
た
ら
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
現
状
の
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
も
先

ず
受
け
入
れ
て
、
自
分
に
で
き
る
事
を
精

一
杯
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
誰
か
の
役
に

立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
以
上
嬉
し
い

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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